
 

 

 

 

 

 
                      
 
 

 

    

     子供のお薬で一番大切なことは、飲んでもらうことです。風邪や気管支炎でお薬をもらった 

     7才未満の子供の服薬状況を調べると、「飲めた」子と「飲めなかった」子では、「飲めた」 

     子の方が症状が改善しなかったり悪化したりした割合が明らかに低いことが報告されています。 

          今回年齢に合わせた飲ませ方を紹介しようと思います。 

         新生児～乳児：比較的素直に飲みます。お薬を水で練って団子状にして頬の内側や 

         上顎に塗ります。水に溶かしてスポイトを使っても飲ませられます。離乳食開始前は 

         本能的に何でものみこもうとするのでそれほど難しくありません。乳幼児はお腹が一杯 

         になると薬が飲めなくなる事があります。食後と指示されている薬でも必ず食後に飲む 

         必要のない 薬はたくさんあります。おなかのすいている時でもかまいません。 

 

                 1歳前後～3歳：水に溶かして飲ませます。難しい場合は食品と混ぜます。食品と混ぜる 

         時は、量が多いと飲みきれなくなる事があります。少量の食品と混ぜるようにします。 

         食品との混合で苦みが強くなる薬や効き目が弱くなる薬は注意が必要です。ご相談下さい。 

         このころは味覚の発達や自我の芽生えで嫌がることが増えます。 

 

         4歳以上：大人の話が理解できるようになり、なぜ薬を飲まなければならないのかを説得 

         できます。服薬を嫌がるというのは小児特有です。その理由は様々で、一人一人の性格 

         も違います。薬局では色々な方法で服薬指導を行っています。この方法なら必ず服薬が 

         出来るというマニュアルはありません。お気軽にご相談ください。 

                              
 

                                   ●パラベンフリー   ●無香料  

                                                                        ●皮膚科学的テスト済み 

                                     ●アレルギーテスト済み 

                                    ●ニキビのもとになりにくい処方 

 

 
 

   ●トーンアップ効果 

     ほんのりピンクの血色感をプラスして色むら補正。肌になじむニュアンスピンクで 

   澄んだ血色と上質なツヤを与え透明感のあるワントーンアップした美肌へ。 

 ●強力な抗酸化コンプレックス＋保湿成分 

     ヴェニュセアン（整肌成分）配合。 

   デトキシル・ビタミン E（整肌成分）・スクワラン（保湿成分）配合。 

   ●外的要因からのプロテクション効果 
  SPF50++・PA++++ ・PM2.5等の大気中物質から肌を守る。 

  ロング UVA防御、高い紫外線防御効果（メギゾリル SX,メギゾリル XL）配合 

  ●肌へのやさしさを考えた、低刺激設計 

  ターマルウォーター（整肌成分・水）配合。 

  アジア人の肌を考えて開発。 
おすすめ新発売 売価￥3,400＋税 

NEW 

 “敏感肌はもっとキレイになれる” 

素肌のような透明感 ピンクのトーンアップ

UV    
UV イデア XL プロテクショントーンアップ ローズ    
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アガペ二日市薬局は小児科の処方せんをメインに受けている 

店舗ですが、西鉄二日市駅から徒歩 3分ということもあり、 

広域の病院の処方せんも多数うけております。 

そのため、子どもさんからご高齢の方まで幅広い世代の方が 

来局されます。一般商品は子供さん向けの飲み物やお菓子が 

多いですが、風邪症状やアレルギーなどの市販薬や 

食品類、化粧品類なども取り揃えております。 

 どうぞお気軽にお立ち寄り下さい。 

 
 

 

   節薬バッグという言葉を聞いたことがある方もいらしゃるかと思いますが 

   節薬バッグとは何なのか。その名の通り「薬を節約する袋」のことです。 

 

薬による治療は、医師が処方した薬を正しく服用（使用）することが大事です。

処方された薬が残るということは、適切に服用されていないため治療効果が落

ち、症状が悪化することも考えられます。 

それにより新たな治療が始まり、さらに薬が増え、飲み合わせが悪いと副作用

がでる可能性もあるわけです。 

 1日 3回飲む薬を 1ヵ月毎日忘れずに飲むのはかなり大変なことです。 

飲み忘れる理由には、様々なものがあると思いますが、飲み残す理由を解明 

して、みなさんに飲み忘れを減らして、正しく服用（使用）して頂くことも 

私たち薬剤師の仕事です。残った薬がありましたら節薬バッグに入れて薬局に

お持ちください。 

 そんなバッグ持っていませんという方。ご家庭にあるバッグ、袋、何でも 

構いませんので残った薬を入れてお持ちください。 

  

    
 

私たち薬剤師は、みなさんの残ったお薬を確認し、医師に連絡をして余剰な 

お薬を減らすこともできます。節薬して、残ったお薬を有効活用しましょう。 
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